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試
験
時
間 

 

一
〇
時
〇
〇
分
～
一
一
時
三
〇
分
（
九
〇
分
） 

        

＊
受 

験 

上 

の 

注 

意 
 

① 

指
示
が
あ
る
ま
で
開
い
て
は
い
け
な
い
。 

② 

指
示
に
従
っ
て
、
静
粛
に
行
動
す
る
こ
と
。 

③ 

机
上
に
は
、
受
験
票
、
Ｈ
Ｂ
の
黒
鉛
筆
ま
た
は
シ
ャ
ー
プ
ペ
ン
シ
ル
（
シ
ャ
ー
プ
ペ

ン
シ
ル
の
芯
は
ケ
ー
ス
か
ら
取
り
出
し
た
も
の
）、
消
し
ゴ
ム
、
鉛
筆
キ
ャ
ッ
プ
、
鉛

筆
削
り
、
時
計
、
眼
鏡
、
目
薬
、
ハ
ン
カ
チ
、
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ペ
ー
パ
ー
（
袋
・
箱
か
ら

取
り
出
し
た
も
の
）
以
外
、
不
要
な
物
は
置
か
な
い
こ
と
。 

④ 

質
問
、
用
便
そ
の
他
、
特
に
必
要
の
あ
る
場
合
は
静
か
に
手
を
挙
げ
、
指
示
を
求
め

る
こ
と
。 

⑤ 

不
正
を
行
っ
た
も
の
は
試
験
を
中
止
し
、
以
後
の
受
験
資
格
を
失
う
も
の
と
す
る
。 
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次
の
文
章
を
読
み
、
あ
と
の
問
に
答
え
な
さ
い
。 

 
 

固
定
的
な
性
別
役
割
分
業
の
問
題
も
依
然
と
し
て
根
が
深
い
。
男
女
共
同
参
画
局
の
二
〇
二
四
年
七

月
の
英
文
報
告
書
（C

u
r
r
e
n
t
 
S
t
a
t
u
s
 
a
n
d
 C

h
a
l
l
e
n
g
e
s
 o

f
 G

e
n
d
e
r
 E

q
u
a
l
i
t
y
 i

n
 
J
a
p
a
n

）
に
よ

る
と
、
日
本
の
女
性
は
男
性
の
約
五
・
五
倍
も
の
時
間
を
無
償
の
家
事
労
働
に
費
や
し
て
い
る
。
こ
れ

は
主
要
国
の
中
で
も
突
出
し
て
高
い
水
準
だ
。
総
務
省
統
計
局
の
資
料
「
我
が
国
に
お
け
る
家
事
関
連

時
間
の
男
女
の
差
」
に
よ
れ
ば
、
六
歳
未
満
の
子
ど
も
を
持
つ
夫
妻
の
家
事
関
連
時
間
を
二
〇
一
六
年

と
二
〇
二
一
年
で
比
較
し
た
場
合
、
日
本
の
妻
の
家
事
負
担
率
は
そ
れ
ぞ
れ
八
五
％
、
八
〇
％
だ
っ
た
。

ア
メ
リ
カ
で
は
六
四
％
、
六
三
％
と
日
本
よ
り
低
い
数
値
を
示
し
て
い
る
。
日
米
と
も
に
妻
の
負
担
率

は
改
善
傾
向
に
あ
る
も
の
の
、
日
本
で
は
依
然
と
し
て
妻
の
負
担
が
圧
倒
的
に
大
き
い
状
況
が
続
い
て

い
る
。 

職
場
環
境
も
子
育
て
に
理
解
が
あ
る
と
は
言
い
が
た
い
。
「
妊
婦
様
」
「
子
持
ち
様
」
と
い
っ
た
言
葉

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、
産
休
中
や
妊
娠
子
育
て
中
の
従
業
員
、
特
に
女
性
社
員
を
暗
に
非
難
す
る
企

業
文
化
が
存
在
す
る
。
長
時
間
労
働
や
突
然
の
残
業
が
当
た
り
前
と
さ
れ
る
職
場
で
は
、
育
児
と
の
両

立
が
極
め
て
困
難
に
な
り
、
多
く
の
女
性
が
退
職
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
妊
娠
や
育
児
を

理
由
に
職
場
で
不
利
益
を
被
る
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
（
マ
タ
ハ
ラ
）
と
い
う
人
権
侵
害
が
半

ば
公
然
と
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
恐
れ
て
妊
娠
中
も
通
常
業
務
を
続
け
、
健
康
を
害
す
る
女
性
も
少

な
く
な
い
。
加
え
て
、
両
立
支
援
の
不
足
か
ら
仕
事
を
諦
め
、
一
人
で
育
児
を
抱
え
込
ん
で
孤
立
・
疲

弊
す
る
「
ワ
ン
オ
ペ
育
児
」
や
、
保
育
園
枠
の
不
足
に
よ
る
「
保
活
戦
争
」
な
ど
の
問
題
も
依
然
と
し

て
解
決
さ
れ
て
い
な
い
。 

妊
娠
・
出
産
に
対
す
る
社
会
的
保
障
も
不
十
分
で
あ
る
。
ま
ず
、
日
本
で
は
妊
娠
・
出
産
を
金
銭
的

に
補
助
す
る
制
度
が
出
産
育
児
一
時
金
以
外
に
乏
し
く
、
日
本
人
の
女
性
で
も
経
済
的
な
理
由
で
適
切

な
医
療
を
受
け
ら
れ
な
い
例
が
少
な
く
な
い
。
ま
た
、
言
語
な
ど
の
壁
で
公
的
制
度
を
利
用
し
に
く
い

外
国
人
技
能
実
習
生
な
ど
は
さ
ら
に
困
難
な
状
況
に
置
か
れ
、
妊
娠
に
よ
り
「
中
絶
か
帰
国
か
」
を
迫

ら
れ
る
と
い
う
「
産
む
自
由
」
の
侵
害
ま
で
も
が
次
々
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。 

ま
た
、
法
的
な
制
約
も
深
刻
で
あ
る
。
パ
ー
ト
ナ
ー
の
同
意
が
得
ら
れ
ず
に
中
絶
を
断
ら
れ
、
合
法

的
な
中
絶
可
能
期
間
を
す
ぎ
て
し
ま
い
、
出
産
後
に
子
ど
も
を
遺
棄
し
た
と
し
て
罪
に
問
わ
れ
る
女
性

も
出
て
い
る
。 

こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
日
本
社
会
が
妊
娠
や
出
産
を
建
前
上
は
奨
励
し
な
が
ら
、
実
質
的
に
は
必
要

な
支
援
を
提
供
し
て
い
な
い
ば
か
り
か
、
む
し
ろ
妊
娠
・
出
産
し
た
女
性
を
不
利
な
立
場
に
追
い
や
っ

て
い
る
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
の
構
造
を
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。 

し
か
し
、
日
本
政
府
に
は
こ
れ
ら
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
、
女
性
差
別
の
構
造
を
是
正
し
よ
う
と
い

う
姿
勢
が
見
ら
れ
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
政
府
が
守
っ
て
い
る
の
は
、「
家
父
長
制
そ
の
も
の
」
な
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。 
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（
中
略
） 

こ
の
よ
う
な
構
造
的
な
不
平
等
や
生
き
に
く
さ
に
直
面
し
て
い
る
日
本
の
若
い
女
性
た
ち
は
、
静
か

に
、
し
か
し
確
実
に
別
の
生
き
方
を
模
索
し
始
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。
外
務
省
の
「
海
外
在
留
邦
人

数
調
査
統
計
」
に
よ
れ
ば
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
時
点
で
海
外
永
住
者
の
う
ち
女
性
の
割
合
は
六
二
％

だ
っ
た
。
コ
ロ
ナ
禍
以
前
の
二
〇
一
八
年
に
は
、
二
〇
代
の
女
性
の
出
国
者
数
は
同
世
代
の
男
性
の
二

倍
以
上
に
達
し
て
い
た
。
近
年
、
ワ
ー
キ
ン
グ
ホ
リ
デ
ー
制
度
の
利
用
者
も
急
増
し
て
お
り
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
で
は
約
七
割
が
女
性
だ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
女
性
た
ち
の
な
か
に
は
、
就
労
ビ
ザ

を
取
得
し
、
定
住
を
目
指
す
人
も
増
え
て
い
る
。 

こ
れ
は
単
な
る
「
海
外
へ
の
憧
れ
」
の
表
れ
で
は
な
く
、
日
本
社
会
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等
な
構
造

に
対
す
る
若
い
女
性
た
ち
の
「
無
言
の
抵
抗
」
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
キ
ャ
リ
ア
形
成
の
機
会
や
家
庭

と
仕
事
の
両
立
、
そ
し
て
自
分
ら
し
い
生
き
方
を
求
め
て
、
日
本
を
離
れ
て
い
く
女
性
た
ち
は
私
の
周

り
に
も
少
な
く
な
い
。 

国
内
に
と
ど
ま
る
女
性
た
ち
の
間
で
も
、
従
来
の
生
き
方
へ
の
疑
問
が
広
が
っ
て
い
る
。
日
本
総
研

に
よ
る
と
、
二
〇
二
四
年
の
日
本
の
出
生
数
は
前
年
よ
り
五
・
六
％
減
少
、
合
計
特
殊
出
生
率
は
過
去

最
低
だ
っ
た
前
年
の
一
・
二
〇
を
大
き
く
下
回
り
、
一
・
一
五
と
な
る
見
込
み
で
あ
る
。
政
府
の
統
計

で
も
、
二
〇
二
四
年
の
出
生
数
は
六
八
万
六
〇
六
一
人
と
前
年
よ
り
五
・
七
％
減
少
し
、
九
年
連
続
で

過
去
最
少
を
更
新
し
た
。
東
京
で
は
合
計
特
殊
出
生
率
が
一
・
〇
を
下
回
る
〇
・
九
六
を
記
録
し
、
少

子
化
に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
る
。 

こ
れ
ら
の
変
化
は
、
女
性
た
ち
が
日
本
社
会
の
現
実
を
見
つ
め
、
自
ら
の
未
来
を
選
び
取
ろ
う
と
す

る
姿
勢
の
表
れ
で
あ
ろ
う
。
国
や
社
会
が
女
性
の
リ
プ
ロ
の
権
利
（
注
）

を
尊
重
し
な
い
限
り
、
こ
の
流

れ
を
変
え
る
こ
と
は
難
し
い
だ
ろ
う
。
多
く
の
女
性
た
ち
が
直
面
し
て
い
る
現
実
と
そ
こ
か
ら
生
ま
れ

る
変
革
へ
の
願
い
を
、
社
会
全
体
で
真
摯
に
受
け
止
め
る
べ
き
時
が
来
て
い
る
。 

（
『
産
む
自
由
／
産
ま
な
い
自
由 

「
リ
プ
ロ
の
権
利
」
を
ひ
も
と
く
』 

塚
原
久
美
著 

集
英
社
新
書 

二
〇
二
五
年
よ
り
） 

 

（
注
）
リ
プ
ロ
の
権
利
：
リ
プ
ロ
ダ
ク
テ
ィ
ブ
・
ラ
イ
ツ
（R

e
p
r
o
d
u
c
t
i
v
e
 R
i
g
h
t
s

）
と
は
、
妊
娠
・

出
産
・
避
妊
・
中
絶
な
ど
に
関
し
て
、
自
分
の
身
体
と
生
殖
に
関
す
る
決
定
を
、
強
制
や
差
別
な
く
自

由
に
行
う
権
利
の
こ
と
で
あ
る
。 

 

問 

少
子
化
と
リ
プ
ロ
の
権
利
（
注
）

の
関
係
に
つ
い
て
、
あ
な
た
が
考
え
る
こ
と
を
八
〇
〇
字
以
上
一

〇
〇
〇
字
以
内
で
述
べ
な
さ
い
。 
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